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患者の、患者による、患者のための愛腎協
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各地区で臓器移植普及啓発キャンペーン開催

中部電力名古屋支店で熊本地震災害救済報告会に参加

　愛知県下 19 か所で臓器移植普及啓発キャンペーンが開催されました。開催期
間は、9 月 4 日（日）～ 11 月 6 日 ( 日）でした。
　平成 28 年 10 月 2 日（日）には、人々が行きかう名古屋駅前周辺で、午前 9
時 30 分から約 1 時間、臓器移植提供を訴え、腎移植のチラシ・ティッシュを配
布しました。参加者は会員とそのご家族、愛知県臨床工学技士会、看護師、移植者、
愛知腎臓財団事務局長ら 85 名でした。

　平成 28 年 10 月 25 日（火）中部電力名古
屋支店１F の会議室にて、中部電力の熊本地
震災害救済時の実態等を学びました。全国か
らかけつけた電力会社の不眠不休活動のお陰
で、4 日目にはライフラインが普及しました。
透析においても震災後一時は約 1,800 名透析
ができないということになりましたが、普及で
き、改めて行政、電力会社をはじめ、災害救済に尽力していただいた方々に感謝
申し上げます。
　全国から 169 台の移動電源車が投入されました。（中部電力 36 台のうち名古
屋支店から 10 台）中部電力の電源車は阿蘇山周辺の市町村に配置されました。

（４月 16 日～ 30 日の 14 日間）職員おいては、約 500 名が動員されました。
　最後に移動電源車（300Kva）見学しました。同型の電源車が一部の透析施設
に配備されたそうです。

中部電力名古屋支店で
移動電源車（300Kva）を見学する

春日井健康フェスティバル
臓器移植・CKD対策啓発キャンペーン　第 36回臓器提供推進街頭キャンペーン　
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　平成 28 年 10 月 25 日（火）碧南市役所の
市長室で禰宜田政信市長と鈴木利男課長（健
康推進部健康課）及び羽佐田美和子係長（成
人保健係）と愛腎協役員で透析患者の現状に
ついて話し合いました。そこで、碧南市での
CKD（慢性腎臓病）対策講演会開催をお願い
しました。鈴木課長から「来年度には CKD（慢
性腎臓病）の予防講演が出来るように前向きに検討する。」との回答をいただき
ました。

　平成 28 年 10 月 27（木）に（株）ミエラ
イスの本社工場を訪問しました。西本吉春管
理部長から低リン米（リン含有量が、通常の
精白米より 4 割以上低減されている）につい
ての精製方法等を学びました。低リン米は現
在のところ店頭販売には至っておらず、消費
者からの電話およびFAXでの販売にとどまり、
今後の販売ルートの確保が大きな課題だそうです。以前から愛腎協は、災害時に
配給されるお米はタンパク質やカリウムが高いということからはんぶん米を配給
して頂くために行政に備蓄をお願いしてきました。防災食に関してはこれまで以
上に研究し、透析患者の皆様により良い防災食を提供できるように努力していき
ます。

碧南市の禰宜田政信市長と懇談を行う

（株）ミエライスの本社工場（津市）見学を実施

その他の活動報告

今後の予定
● 11 月 5 日㊏、6 日㊐：全腎協主催の介護通院研修会（アワーズ阪急）
● 11 月 8 日㊋：11 月度業務会議（愛知県白壁庁舎内）
● 11 月 13 日㊐：「災害対策について」（安城市総合福祉センター）
● 11 月 13 日㊐：糖尿病の予防と改善の講座（弥富市総合社会教育センター）
● 11 月 19 日㊏、20 日㊐：リブフォーライフ本田美奈子基金（名古屋栄小公園）
● 11 月 22 日㊋：愛腎協女性部主催の病院訪問（偕行会城西病院）

①第 2 回理事会 ②第 2 回本部長、副本部長、事務長会議 ③名古屋本部会議
④西三河本部会議 ⑤尾張本部会議 ⑥東尾張本部会議 ⑦ 10 月度業務会議

碧南市の市長との懇談会風景

西本管理部長から低リン米の説明を受ける


